
学術プログラム	
 
 

 

7 月 12 日(日)：サンポートホール高松	
 

午前の部 
9:55	
 	
 開会の辞：第 1 小ホール	
 	
 	
 	
 	
 	
 大会長	
 住谷光治	
 

	
 

10:00-10:20	
 学術口演：第 1 小ホール	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 座	
 長	
 川邉紀章	
 

	
 

1：	
 徳島大学病院矯正歯科における顎変形症患者の臨床統計学的検討	
 (第 2 報)	
 

〇白井愛実 1)、川合暢彦 2)、森博世 2)、七條なつ子 1)、Bayarsaikhan	
 Od1)、	
 	
 

篠原丈裕 1)、井澤俊 2)、木内奈央 2)、田中栄二 2)	
 

徳島大学大学院口腔科学教育部口腔科学専攻口腔顎顔面矯正学分野 1)	
 

徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面矯正学分野 2)	
 

	
 

2：	
 歯科矯正用アンカースクリューを用いた下顎臼歯遠心移動量および移動様式の治療前

予測に関する検討	
 

○天真寛文 1)、渡邉佳一郎 2)、七條なつ子 1)、三野彰子 1)、森浩喜 1)、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 マンシルカリマ 1)、泰江章博 2)、黒田晋吾 2)、田中栄二 2)	
 

徳島大学大学院口腔科学教育部口腔科学専攻口腔顎顔面矯正学分野 1)	
 

	
 	
 	
 	
 	
 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面矯正学分野 2)	
 

	
 

	
 

10:20-10:40	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 座	
 長	
 堀内信也	
 

	
 

3：	
 Ⅲ級不正咬合症例における歯科矯正用アンカースクリューの使用基準	
 ～歯科矯正用ア

ンカースクリュー使用群と未使用群の比較～	
 

○中村政裕 1)、川邉紀章 2)、山城隆 3)、上岡寛 2)	
 

岡山大学病院矯正歯科 1)	
 	
 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科歯科矯正学分野 2)	
 

大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室 3)	
 

	
 

4：	
 広島大学病院矯正歯科における先天性疾患患者に関する統計学調査	
 

○矢野下真 1)、高明善 3)、廣瀬尚人 2)、松村優 1)、	
 

角千佳子 1)、上田宏 2)、谷本幸太郎 1)	
 

広島大学大学院医歯薬保健学研究科医歯薬学専攻歯学講座（歯科矯正学）1)	
 

	
 	
 	
 広島大学大学院医歯薬保健学研究院応用生命科学部門（歯科矯正学）2)	
 

広島大学病院口腔健康発育歯科矯正歯科 3）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

10:40-10:55	
 	
 	
 	
 休憩  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

	
 

10:55-12:15	
 教育講演：第 1 小ホール	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 座	
 長	
 住谷光治、加来真人	
 

	
 

「歯が移動するために骨中で何が行われているのか？」 
 

 上岡	
 寛	
 	
 先生  
 

岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科 	
 歯科矯正学分野	
 教授 

 

午後の部 
	
 

13:35-14:05	
 学術展示・症例展示	
 質疑応答：第 2 小ホール	
 

	
 

14:05-14:45	
 代議員会報告、次年度大会案内：第 1 小ホール	
 	
 

	
 	
 

	
 

	
 

14:45-16:15	
 特別講演：第 1 小ホール	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 座	
 長	
 柄博冶、丹根一夫	
 	
 

	
 

「Challenges	
 to	
 Adult	
 Orthodontics」	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Johnny	
 Joung-Lin,	
 Liaw	
 	
 	
 先生	
 

	
 	
 

	
 	
 Beauty	
 Forever	
 Orthodontic	
 Clinic	
 院長	
 

Taiwan	
 Association	
 of	
 Orthodontists	
 前会長	
 	
 

Taiwan	
 Board	
 of	
 Orthodontics	
 会長	
 

	
 

16:15	
 閉会の辞：第 1 小ホール	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 事務局長	
 今城広治	
 



学術展示：	
 第 2 小ホール	
 
 
1： 粉末餌で飼育されたマウスでは、咬筋でのMyh遺伝子の発現様態と下顎骨形態に変化を生じる 

○河野加奈1)、柳田剛志1)、上岡寛2)、山城隆3) 

岡山大学病院矯正歯科1) 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科歯科矯正学分野2) 

大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室3)  

 

2： 歯科矯正用アンカースクリューの導入による診断内容の変化～抜歯・非抜歯および抜歯部位の判定に

関する検討～ 

○渡邉佳一郎1)、吉永薫2)、中村瑠里2)、佐藤南3)、三井なおみ3)、 

天知良太1)、岩浅亮彦1)、堀内信也1)、黒田晋吾1)、田中栄二1) 

徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面矯正学分野1) 

徳島大学歯学部歯学科2) 

徳島大学大学院口腔科学教育部口腔科学専攻口腔顎顔面矯正学分野3) 

 

3：	
 徳島大学病院矯正歯科における初診患者に対するアンケート調査 

○高原一菜1)、黒田晋吾1)、堀内信也1)、川合暢彦1)、森博世1)、 

塩田智子1)、七條なつ子2)、Bayarsaikhan Od 2)、田中栄二1) 

徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面矯正学分野1) 

徳島大学大学院口腔科学教育部口腔科学専攻口腔顎顔面矯正学分野2) 

 

4：	
 非症候群性原発性萌出不全（PFE）患部歯牙歯根膜における遺伝子発現様態の網羅的解析 

○住吉久美1)、柳田剛志2)、川邉紀章1)、上岡寛1) 

 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科歯科矯正学分野1) 

 岡山大学病院矯正歯科2) 

 

5：	
 倉敷中央病院矯正歯科を受診したMarfan症候群患者の口腔顎顔面領域の特徴 

○福岡裕樹、岡田由美子、小山理沙 

公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院矯正歯科 

 

6：	
 重度骨格性下顎前突症の術後 25 年経過症例報告	
 

○中島健吾 1)、吉見友希 2)、鷲見圭輔 3)、柄優至 2)、粟田哲也 3)、	
 

藤井絵理 2)、杉野浩孝 1)、阿部崇晴 1)、沖田紗季 1)、谷本幸太郎 1)	
 

広島大学大学院医歯薬保健学研究科医歯薬学専攻歯学講座（歯科矯正学）1)	
 

広島大学病院口腔健康発育歯科矯正歯科 2）
	
 

	
 	
 	
 広島大学大学院医歯薬保健学研究院応用生命科学部門（歯科矯正学）3)	
 

 



 

7：	
 広島大学病院矯正歯科における口唇裂・口蓋裂患者と家族歴に関する統計学的調査 

◯沖田紗季1)、鷲見圭輔2)、光吉智美2)、吉見友希3)、柄優至3)、 

粟田哲也2)、藤井絵理3)、阿部崇晴1)、中島健吾1)、谷本幸太郎1) 

広島大学大学院医歯薬保健学研究科医歯薬学専攻歯学講座（歯科矯正学）1) 

	
 	
 	
 広島大学大学院医歯薬保健学研究院応用生命科学部門（歯科矯正学）2) 

広島大学病院口腔健康発育歯科矯正歯科3） 

	
 

	
 

症例展示：	
 第2小ホール  

	
 

1：	
 	
 開口制限を有する患者に対して施行した筋突起切除術について	
 

○鶴田仁史 1)、宮本純平 2)、宮本義洋 2)	
 

広島中央矯正歯科（広島）1)	
 

宮本形成外科（広島）2)	
 

	
 

2：	
 非抜歯で治療した偏位を伴う下顎前突症例	
 

○土屋公行	
 

ひじや矯正歯科（岡山）	
 

	
 

3：	
 ヌーナン症候群を伴う不正咬合患者の一治験例	
 

○山本多栄子 1)、小島俊逸 2)、加来真人 2）、角明美 2)、	
 

四方花佳 2)、小島将督 1）、	
 谷本幸太郎 1）	
 

広島大学大学院医歯薬保健学研究科医歯薬学専攻歯学講座（歯科矯正学）1)	
 

	
 	
 	
 広島大学病院口腔健康発育歯科矯正歯科 2)	
 

	
 

4：	
 著しい上顎骨の狭窄を呈する軟口蓋裂成人症例に対し、変則的 SARPE	
 により外科的矯正治療を行った

一例	
 

○柳田剛志 1)、古森紘基 1)、山城隆 2)、上岡寛 3)	
 

岡山大学病院矯正歯科 1)	
 	
 

大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室 2)	
 	
 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科歯科矯正学分野 3)	
 

	
 

	
 

	
 



認定医更新のための症例報告：	
 第 2 小ホール	
 
 
1：	
 下顎右側第二大臼歯、下顎左側第二小臼歯さらに、下顎左側第一大臼歯欠損を伴う上顎前突症例 

○山本忠昭 

やまもと歯科（福岡） 

	
 

2：	
 下顎歯列狭窄による両側鋏状咬合と過蓋咬合を伴うアングルⅡ級 2類症例 

 
○花岡宏一 

花岡矯正歯科クリニック（広島） 

 
3：	
 上下顎前歯部叢生を伴う上顎前突症例	
 

	
 

○渡邉武寛	
 

ふかつ歯科・矯正歯科（広島）	
 

	
 

4：	
 叢生を伴う骨格性Ⅲ級不正咬合症例	
 

	
 

○塩屋園敦	
 

クレメント矯正歯科（徳島）	
 

	
 

5：	
 前歯部叢生を伴う AngleⅠ級不正咬合症例	
 

	
 

○岡本敦子	
 

医療法人柏会あさくら歯科・矯正歯科（高知） 


